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授業参観、ＰＴＡ総会、部活動顧
問会、吹奏楽部コンサート（保護
者・地域に開放）。サマーフェス
ティバル（同窓会主催。ＰＴＡ・
生徒会・部活が協力）。体育大
会・文化祭等の学校開放月間での
地域への案内配布。共育コミュニ
ティ事業の参加・協力。

生徒会活動を核とした体験的学習の
推進。キャリア教育の充実。豊かな
体験活動を通して、人の心のいたみ
がわかるなど豊かな感性を養い協
力し合う生徒の育成。市民性を育て
る教育の推進。

自ら課題を求め、よりよく解決する意
欲を持ち、互いにみがきあう生徒の
育成。

生徒会活動を核とした体験的学習
の推進。いじめなくそうデー、防
犯・防災、障害者理解、エコ活
動、グリーン電力事業活動、ＰＴ
Ａや浜友会との交流。１年生の校
外学習や２年生の職場体験等を通
したキャリア教育の実践。市民性
を育てる教育の実践。

朝の基礎的学習の時間の実践。わ
かりやすい授業実践のための指導
工夫改善。特別支援教育の理解・
充実のための研修。基礎学力充実
のための補習や個別指導。不登校
生については、スクールカウンセ
ラーを中心とした取り組みをすす
めつつ、関係機関との連携を進め
る。

学校開放月間では、300名以上の
参加者があり、保護者や地域の
人々も学校を知る良い機会として
評価している。同窓会組織「浜友
会」の協力により、あいさつ運動
などの日常的な活動を積み重ねる
ことができた。

「創造力に富んだ心豊かでたくましい生徒の育成」   「自ら学び、ともに生きる」

校長氏名

本年度の取組についての評価

学校、PTA、浜友会の連携のもと
三者のバランスのとれた行事計画
を進めていきたい。

わかりやすい授業実践のため引き
続き研修を深めていきたい。朝の
基礎的学習の充実。特別支援教育
への理解･充実をはかる。
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岡　利哉

ゆたかな心 確かな学力

共育コミュニティ事業の推進。西浜
教育協議会の拠点校として、同窓会
組織「浜友会」やＰＴＡなど各種団体
と協力しながら地域を育て生徒を育
てあう学校。

開かれた学校

その他の課題

ＡＥＤ認定講習会を保健委員及び
体育系部活動代表を対象に実施。
障害者家族とのつながり文化祭参
加。プルタブの回収運動、森林教
室参加、水軒浜の植栽、職場体
験、部活動による学校清掃ボラン
ティア等、多くの体験的な活動を
実施・参加できた。

夏休み期間中や定期テスト前に
行った補習学習は全学年実施し
た。現職教育では防災教育や新教
育課程の全面実施に向けての理解
を深めることができた。全国学力
調査では国語、数学ともに県平均
を超え向上してきた。不登校生の
なかでも、別室登校やふれあいセ
ンター等への登校が増えてきた。

市民性の育成は社会科の授業で地
域の歴史や特色、現在の課題を学
習し、地域を愛する心の育成を図
るとともに浜友会やＰＴＡなどと
連携し奉仕活動に取り組めた。今
後もより多くの体験の機会を設け
たい。


